
(57)【要約】

【課題】内視鏡用処置具の挿入部の硬度調整の可能にし

た硬度可変処置具を提供する。

【解決手段】内視鏡の挿入部に設けた処置具挿通チャン

ネルに挿通し使用され，先端に処置機能部を備えた密着

コイルからなるシースを有する硬度可変処置具において

，密着コイルの密着度を変更し，シースの硬さを調整す

る硬度調整手段をシース基端側に設け，かかる硬度調整

手段は，軸体と軸体の基端に形成された指掛け部と軸体

に具備された操作滑動部とから構成される操作部と，処

置機能部とを接続する操作ワイヤの引っ張り力を可変し

，可変した引っ張り力を保持し，引っ張り力を保持する

ために操作滑動部の挿入部側への移動を阻止する固定部

材を設けたことを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し 使 用 さ れ ， 先 端 に 処 置 機 能 部 を 備
え た 密 着 コ イ ル か ら な る シ ー ス を 有 す る 硬 度 可 変 処 置 具 に お い て ；
前 記 密 着 コ イ ル の 密 着 度 を 変 更 し ， シ ー ス の 硬 さ を 調 整 す る 硬 度 調 整 手 段 を シ ー ス 基 端 側
に 設 け た こ と を 特 徴 と す る ， 硬 度 可 変 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 硬 度 調 整 手 段 は ， 軸 体 と 前 記 軸 体 の 基 端 に 形 成 さ れ た 指 掛 け 部 と 前 記 軸 体 に 具 備 さ れ
た 操 作 滑 動 部 と か ら 構 成 さ れ る 操 作 部 と ， 前 記 処 置 機 能 部 と を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ の 引 っ
張 り 力 を 可 変 し ， 可 変 し た 前 記 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る も の で あ る で あ る こ と を 特 徴 と す る
， 請 求 項 １ に 記 載 の 硬 度 可 変 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る た め に ， 前 記 操 作 滑 動 部 の 鉗 子 挿 入 部 側 へ の 移 動 を 阻 止 す る 固
定 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 硬 度 可 変 処 置 具
【 請 求 項 ４ 】
前 記 固 定 部 材 は ， 前 記 軸 体 に 設 け ら れ た ネ ジ 溝 及 び ナ ッ ト か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 硬 度 可 変 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 軸 体 に 目 盛 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 硬 度 可 変 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 内 視 鏡 挿 入 部 に 設 け た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置
具 に か か り ， 特 に 内 視 鏡 用 処 置 具 の シ ー ス 基 端 側 に シ ー ス の 硬 さ を 調 整 す る 硬 度 調 整 手 段
を 設 け た 硬 度 可 変 処 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 生 検 鉗 子 は ， 主 に 内 視 鏡 的 処 置 等 で ， 例 え ば 病 変 部 位 の 粘 膜 の 一 部
の 採 取 に 使 用 さ れ る 。 か か る 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 は 操 作 部 と 挿 入 部 か ら な り ， 密 着 コ イ ル 等
か ら 形 成 さ れ る 可 撓 性 の シ ー ス と ， シ ー ス の 先 端 部 分 に 具 備 さ れ 処 置 機 能 部 と な る 一 対 の
鉗 子 片 と か ら 構 成 さ れ る 処 置 具 挿 入 部 が ， 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
シ ー ス 内 に は ， 軸 線 方 向 に 操 作 部 と 処 置 機 能 部 を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ が 進 退 自 在 に 挿 通 さ
れ ， シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り ， シ
ー ス の 先 端 部 分 に 開 閉 自 在 に 配 置 さ れ た 一 対 の 鉗 子 片 が ， 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 操 作 に 連 動 し
て 開 閉 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 内 視 鏡 処 置 具 が 内 視 鏡 内 に 具 備 さ れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 挿 通 し て 使
用 さ れ る と き ， 内 視 鏡 処 置 具 の 挿 入 部 の 硬 度 増 加 に 伴 い ， 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 硬 度 も 増 加 す
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め ， 内 視 鏡 処 置 具 を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し て ， 例 え ば 病 変 部 位 に 向 け て 到
達 さ せ る の に ， 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 硬 度 が 大 き い 場 合 は ， 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 が 病 変 部 位 に
到 達 す る ま で の 時 間 は 短 縮 さ れ る が ， 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 が 病 変 部 位 に 到 達 す る ま で に 硬
度 の 大 き い 内 視 鏡 挿 入 部 が 病 変 部 位 の 周 辺 部 に 当 た る こ と に よ り ， 患 者 へ 大 き な 苦 痛 を も
た ら す 恐 れ が あ る 。 一 方 ， 患 者 へ の か か る 苦 痛 を 和 ら げ る た め に 内 視 鏡 挿 入 部 の 硬 度 を 小
さ く し た 場 合 ， 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 が か か る 病 変 部 位 に 到 達 す る ま で の 時 間 を 要 す る こ と
と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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内 視 鏡 挿 入 部 を 体 内 に 挿 入 す る と き に ， 内 視 鏡 挿 入 部 の 挿 入 性 を 向 上 さ せ る た め に ， 内 視
鏡 挿 入 部 の 硬 度 を 調 整 す る 手 段 を 設 け た 内 視 鏡 に つ い て ， 特 開 平 ６ － １ ０ ５ ７ ９ ６ 号 に 記
載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら ， か か る 内 視 鏡 は 挿 入 部 に 金 属 製 パ イ プ を 挿 通 さ せ る こ と に よ っ て 挿 入 性 を
向 上 さ せ る の で ， 新 た に 金 属 性 パ イ プ を 要 す る こ と と な り ， コ ス ト 及 び 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は ， 従 来 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 有 す る 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り ， 本 発
明 の 目 的 は ， 内 視 鏡 用 処 置 具 の 挿 入 部 の シ ー ス の 硬 度 調 整 を 簡 易 に す る こ と に よ る 内 視 鏡
挿 入 部 の 容 易 な 硬 度 調 整 の 可 能 な ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 硬 度 可 変 処 置 具 を 提 供 す る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け た 処 置 具
挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し 使 用 さ れ ， 先 端 に 処 置 機 能 部 を 備 え た 密 着 コ イ ル か ら な る シ ー ス
を 有 す る 硬 度 可 変 処 置 具 に お い て ， 密 着 コ イ ル の 密 着 度 を 変 更 し ， シ ー ス の 硬 さ を 調 整 す
る 硬 度 調 整 手 段 を シ ー ス 基 端 側 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る ， 硬 度 可 変 処 置 具 が 提 供 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の と き ， 硬 度 調 整 手 段 は ， 軸 体 と 軸 体 の 基 端 に 形 成 さ れ た 指 掛 け 部 と 軸 体 に 具 備 さ れ た
操 作 滑 動 部 と か ら 構 成 さ れ る 操 作 部 と ， 処 置 機 能 部 と を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ の 引 っ 張 り 力
を 可 変 し ， 可 変 し た 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る も の で あ る で あ る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に ， 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る た め に ， 操 作 滑 動 部 の 鉗 子 挿 入 部 側 へ の 移 動 を 阻 止 す る 固
定 部 材 を 設 け た こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 操 作 滑 動 部 を 指 掛 け 部 側 に 移 動 さ せ た 時 に 鉗 子 挿 入 部 の シ
ー ス が 所 望 の 硬 度 に な っ た と き に ， 固 定 部 材 で 操 作 滑 動 部 を 挿 入 部 側 へ の 移 動 を 阻 止 す る
こ と に よ り ， 鉗 子 挿 入 部 の シ ー ス を か か る 所 望 の 硬 度 に 維 持 で き ， そ れ に 伴 い ， か か る 鉗
子 挿 入 部 を 内 部 に 具 備 さ れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ せ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 硬 度 も 挿
入 操 作 に 適 し た 硬 度 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た こ の と き ， 固 定 部 材 は ， 軸 体 に 設 け ら れ た ネ ジ 溝 及 び ナ ッ ト か ら 構 成 さ れ て い る こ と
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に ， 軸 体 に 目 盛 が 設 け ら れ て い る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， ナ ッ ト を 挿 入 部 の シ ー ス の 硬 度 の 指 標 と な る 目 盛 に 合 わ せ
る よ う に 移 動 さ せ る こ と に よ り ， 手 指 等 で 直 接 に 操 作 滑 動 部 を 操 作 せ ず に ， よ り 簡 易 に 鉗
子 挿 入 部 の シ ー ス を 所 望 の 硬 度 に 調 整 で き ， そ れ に 伴 い ， か か る 鉗 子 挿 入 部 を 内 部 に 具 備
さ れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ せ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 容 易 な 硬 度 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は ，
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 全 体 構 成 図 で あ る 。 内 視 鏡 １ ０ ０ は 挿 入 部 １ ０ ２ と ， 操 作 部 １ ０
４ と ， ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 １ ０ ６ を 介 し て 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 （ 図 示 せ ず ） と か ら 主
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に 構 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 １ ０ ２ 内 に は 内 視 鏡 処 置 具 等 が 挿 通 さ れ る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ
ル １ ０ ８ が 設 け ら れ ， ま た 操 作 部 １ ０ ４ に は 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ が 設 け ら れ ， 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 か か る 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ か ら 内 視 鏡 処 置 具 （ 図 示
せ ず ） を 挿 入 し ， 内 視 鏡 処 置 具 の 挿 入 部 を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 通 さ せ て ， 内
視 鏡 １ ０ ０ を 介 し て 内 視 鏡 処 置 具 の 先 端 部 を 目 的 部 位 に 到 達 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は ， 本 発 明 の 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 適 用 さ れ た 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 全 体 構 成
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
同 図 に 示 さ れ る 生 検 鉗 子 １ １ ２ は ， 術 者 が 操 作 時 に 使 用 す る 鉗 子 操 作 部 １ １ ４ と ， 使 用 時
に 内 視 鏡 １ ０ ０ の 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ か ら 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 入 さ れ る 鉗 子
挿 入 部 １ １ ６ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 鉗 子 操 作 部 １ １ ４ に は ， 軸 体 １ １ ８ が 設 け ら れ ， か か る 軸 体 １ １ ８ の 基 端 に は ， リ ン
グ 状 の 指 掛 け 部 １ ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た ， 軸 体 １ １ ８ に は ， 筒 状 に 形 成 さ れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 摺 動 自 在 に 具 備 さ れ て い る
。 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 両 端 部 に は フ ラ ン ジ １ ２ ４ ａ ， １ ２ ４ ｂ が 形 成 さ れ て お り ， 操 作 滑
動 部 １ ２ ２ の 内 部 に は ， 半 径 方 向 に ビ ス （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ ， 軸 体 １ １ ８ 内 に 摺 動 自
在 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ 固 定 部 材 （ 図 示 せ ず ） に ね じ 込 ま れ て い る 。 か か る ビ ス に よ っ て ，
操 作 滑 動 部 １ ２ ２ と ワ イ ヤ 固 定 部 材 と が 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 か か る ワ イ ヤ 固 定 部 材 に
は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 基 端 部 が 固 定 さ れ ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 先 端 部 は ， 処 置 機 能 部 １
２ ８ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に ， 軸 体 １ １ ８ に は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 作 動 範 囲 を 制 限 す る 固 定 部 材 と し て ， ナ ッ ト
１ ３ ０ が 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ よ り 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 の 位 置 に 軸 体 １ １ ８ の 外 周 面 に 具 備 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ は ， 操 作 時 に お い て ， 指 掛 け 部 １ ２ ０ に 術 者 の 親 指 を 挿 通 し
， 人 指 し 指 と 中 指 を 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の フ ラ ン ジ １ ２ ４ ａ ， １ ２ ４ ｂ 間 に か け た 状 態 で ，
操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 押 し 引 き 操 作 さ れ る よ う に な っ て い る 。 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 操 作 さ れ
る こ と に よ り ， ワ イ ヤ 固 定 部 材 ， 及 び 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ を 介 し て 連 結 さ れ た 処 置 機 能 部 １
２ ８ が 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 適 用 さ れ た 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗 子 操 作 部 １ １ ４ の
拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
軸 体 １ １ ８ に は ， 外 径 寸 法 が 略 全 長 に わ た り 一 定 幅 の ス リ ッ ト １ ３ ２ が 貫 通 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス リ ッ ト １ ３ ２ 内 に は ， 上 記 で 記 載 し た よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 基 端 を 操 作 滑 動 部 １
２ ２ に 連 結 固 定 す る ワ イ ヤ 固 定 部 材 １ ３ ４ が ， 軸 線 方 向 に 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ に 示 さ れ る よ う に ， 本 実 施 形 態 の 軸 体 １ １ ８ の 外 周 面 に は ， ネ ジ 溝 １ ３ ６ が 操 作 滑 動
部 １ ２ ２ の 可 動 範 囲 に 形 成 さ れ ， か か る ネ ジ 溝 １ ３ ６ が 形 成 さ れ た 範 囲 内 に ， 操 作 滑 動 部
１ ２ ２ の 固 定 部 材 と な る ナ ッ ト １ ３ ０ が 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ よ り 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 の 位 置
に お い て ， 軸 体 １ １ ８ の 外 周 面 を 囲 む よ う に 具 備 さ れ て い る 。 か か る ナ ッ ト １ ３ ０ に よ り
， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 へ の 移 動 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 適 用 さ れ た 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の
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拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ は ， 外 周 部 が 可 撓 性 を 有 す る 密 着 コ イ ル で 形 成 さ れ た シ ー ス １ ３ ８ と 処
置 機 能 部 １ ２ ８ と か ら 構 成 さ れ ， か か る シ ー ス １ ３ ８ の 基 端 部 が 軸 体 １ １ ８ の 端 部 に 固 着
さ れ て い る 。 シ ー ス １ ３ ８ の 内 部 に は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ が 挿 通 さ れ ， シ ー ス １ ３ ８ の 先
端 部 に は ， 処 置 機 能 部 １ ２ ８ を 構 成 す る 略 筒 状 に 形 成 さ れ た 処 置 機 能 部 本 体 １ ４ ０ が 接 合
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
処 置 機 能 部 １ ２ ８ は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 先 端 部 に 連 結 さ れ る ス ラ イ ダ １ ４ ２ を 備 え ， か
か る ス ラ イ ダ １ ４ ２ に は ， ピ ン １ ４ ４ を 介 し て リ ン ク １ ４ ６ ， １ ４ ８ が 回 動 自 在 に 支 持 さ
れ て い る 。 か か る リ ン ク １ ４ ６ ， １ ４ ８ の 他 端 に は ， 略 へ の 字 型 に 形 成 さ れ た 一 対 の 鉗 子
片 １ ５ ０ ， １ ５ ２ が 接 続 ピ ン １ ５ ４ ａ ， １ ５ ４ ｂ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 鉗 子 片 １ ５ ０
， １ ５ ２ は ， か か る 鉗 子 片 １ ５ ０ ， １ ５ ２ の 重 な り 部 に お い て ， 軸 ピ ン １ ５ ６ を 介 し て 処
置 機 能 部 本 体 １ ４ ０ に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
処 置 機 能 部 １ ２ ８ を か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 処 置 機 能 部 １ ２ ８ の 鉗 子 片 １ ５ ０ ， １
５ ２ は ， 図 ２ に 示 さ れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 可 動 範 囲 内 で 移 動 さ れ て ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６
が 押 し 込 み ， 又 は 引 き 込 み 操 作 さ れ る こ と に よ り ， 軸 ピ ン １ ５ ６ を 中 心 に 互 い に 逆 方 向 に
回 動 さ れ ， 開 閉 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の と き ， 図 ４ に 示 し た よ う に ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の シ ー ス １ ３ ８ は ， 可 撓 性 を 有 す る 密
着 コ イ ル か ら 形 成 さ れ て い る の で ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 先 端 部 に 連 結 さ れ る ス ラ イ ダ １ ４
２ に 設 け ら れ た シ ョ ル ダ 部 １ ５ ８ ａ ， １ ５ ８ ｂ に よ り 処 置 機 能 部 本 体 １ ４ ０ が 鉗 子 操 作 部
１ １ ４ 側 に 引 き 戻 さ れ る こ と に よ り ， 密 着 コ イ ル か ら な る シ ー ス １ ３ ８ の 密 着 度 が 密 に 変
更 さ れ ， シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
つ ま り ， 軸 体 １ １ ８ と 指 掛 け 部 １ ２ ０ と 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ と か ら 構 成 さ れ る 操 作 部 １ １ ４
と ， 処 置 機 能 部 １ ２ ８ と を 接 続 す る 接 続 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 引 っ 張 り 力 を 可 変 し ， 可 変 し た 引
っ 張 り 力 を 保 持 す る こ と に よ り ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 調 整 が 実 行 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 動 作 に つ い て ， 図 ５ ～ 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 な お
， 図 ５ は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 使 用 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り ， 図 ６ は
本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 内 視 鏡 １ ０ ０ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 通 さ せ た
と き の 様 子 を 示 し た 図 で あ り ， 図 ７ は 内 視 鏡 １ ０ ０ の 挿 入 部 １ ０ ２ を 直 腸 か ら 挿 入 し た と
き の 様 子 を 示 し た 図 で あ り ， 図 ８ は 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 使 用 動 作 説 明 図 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま ず ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ を 図 ６ に 示 し た よ う に ， 内 視 鏡 １ １ ０ の 操 作 部
１ ０ ４ の 一 端 に 設 け ら れ た 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ か ら 挿 入 し て ， 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０
８ に 挿 通 さ せ な が ら ， 処 置 機 能 部 １ ２ ８ の 先 端 が 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 と 揃 う 程 度 ま
で 挿 入 す る 。 か か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い て ， 第 １ の 段 階 Ｓ １ ０ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ が 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 通 さ せ た 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ を
図 ７ （ ａ ） で 示 す よ う に ， 人 体 内 に ， 例 え ば 大 腸 ２ ０ ０ の 直 腸 部 ２ ０ ２ か ら 挿 入 す る 。 か
か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い て ， 第 ２ の 段 階 Ｓ １ ２ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ 内 に 設 け ら れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 生 検 鉗 子 １ １ ２ が 挿 通
さ れ て い る が ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗 子 操 作 部 １ １ ４ に 設 け ら れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 摺 動
さ せ る こ と に よ っ て 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 が 調 整 さ れ ， そ れ に 伴 い 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ が
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内 部 に 挿 通 さ れ て い る 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 硬 度 も 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 原 理 を 利 用 し て ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ が 所 望 の 硬 さ に な る よ う に 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗
子 操 作 部 １ １ ４ に 設 け ら れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を ， 図 ８ （ ａ ） で 示 す よ う に 指 掛 け 部 １ ２
０ の 方 向 に 引 く こ と に よ り ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 を 調 整 し な が ら ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０
２ の 硬 度 調 整 を す る 。 か か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い て ， 第 ３ の 段 階 Ｓ １ ４ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
か か る 第 ３ の 段 階 Ｓ １ ４ で 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ が 所 望 の 硬 度 に 達 し た 場 合 に ， 操 作 滑 動 部
１ ２ ２ を 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 戻 ら な い よ う に す る た め に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 固 定 部 材
と な る ナ ッ ト １ ３ ０ を ， 図 ８ （ ｂ ） で 示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 位 置 ま で に ， 回 動
さ せ な が ら 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
か か る 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 戻 ら な い よ う に 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 作
動 範 囲 を 制 限 す る こ と に よ り ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ を 所 望 の 硬 度 に 維 持 す る こ と に よ り ， か
か る 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ を 内 部 に 挿 通 さ せ た 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ を 所 望 の 硬 度 に 維 持 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
つ ま り ， 操 作 部 １ １ ４ に 具 備 さ れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ と ， 処 置 機 能 部 １ ２ ８ と を 接 続 す る
操 作 ワ イ ヤ １ ２ ６ の 引 っ 張 り 力 を 可 変 し ， 可 変 し た 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る こ と に よ り ， 鉗
子 挿 入 部 １ １ ６ の シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 調 整 手 段 と な り ， 可 変 し た 引 っ 張 り 力 を 保 持 す る た
め の 固 定 部 材 と し て ナ ッ ト １ ３ ０ が 使 用 さ れ る 。 な お ， か か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い
て ， 第 ４ の 段 階 Ｓ １ ６ と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
か か る 第 ４ の 段 階 Ｓ １ ６ で ， 所 望 の 硬 度 と な っ た 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ を 挿 入 部 １ ０ ２ の 先
端 部 １ ０ ２ ａ が 目 的 部 位 に 到 達 す る ま で ， 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２
の 挿 入 を 続 行 す る 。 な お ， 図 ７ で は 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ が 硬 い 状 態 の と き は ， 鉗 子 挿 入 部 １
１ ６ が 実 線 で 表 記 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ を ， 例 え ば 大 腸 ２ ０ ０ に 挿 入 中 に 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 硬 度 を
変 更 し た い 場 合 は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 固 定 部 材 と な る ナ ッ ト １ ３ ０ を 緩 め て 鉗 子 挿 入 部
１ １ ６ 側 に 移 動 し ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 摺 動 さ せ て ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 を 調 整 す る
こ と に よ っ て ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 硬 度 を 調 整 す る 。 か か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い
て ， 第 ５ の 段 階 Ｓ １ ８ と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 部 １ ０ ２ ａ が 目 的 部 位 ， 例 え ば 虫 垂 周 辺 部 ２ ０ ４ に 到 達 し て ，
生 検 鉗 子 １ １ ２ を 例 え ば 病 変 部 位 の 粘 膜 の 一 部 の 採 取 に 使 用 す る 場 合 ， 図 ７ （ ｃ ） で 示 す
よ う に ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 先 端 に 具 備 さ れ た 処 置 機 能 部 １ ２ ８ を 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の
先 端 部 １ ０ ２ ａ か ら 出 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に ， 図 ８ （ ｃ ） で 示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 固 定 部 材 と な る ナ ッ ト １ ３ ０ を 緩 め
て 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 移 動 し ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 摺 動 さ せ る こ と に よ り 処 置 機 能 部 １
２ ８ を 開 閉 さ せ て 所 望 の 動 作 ， 例 え ば 病 変 部 位 の 粘 膜 の 一 部 の 採 取 を 実 行 す る 。 か か る 手
順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い て ， 第 ６ の 段 階 Ｓ ２ ０ と 称 す る 。 な お ， 図 ７ （ ｃ ） で は 鉗 子 挿 入
部 １ １ ６ が 硬 い 状 態 か ら 解 除 さ れ た 状 態 で あ り ， か か る 状 態 の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ が 破 線 で
表 記 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
生 検 鉗 子 １ １ ２ の 所 望 の 使 用 を 終 え た 後 は ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 内 視 鏡 １ ０ ０ の 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ か ら 抜 い た 後 に ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ を 人 体 ， 例 え ば 大 腸 ２ ０ ０ か ら 抜
く 。 か か る 手 順 を 図 ５ 及 び 以 下 に お い て ， 第 ７ の 段 階 Ｓ ２ ２ と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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本 実 施 形 態 で は ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 内 部 に 設 け ら れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 通 さ
れ る 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 を 容 易 に 調 整 す る こ と が で き る 硬 度 可 変 処
置 具 と し て 使 用 可 能 で あ り ， か か る 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ を 覆 う 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 硬 度 調
整 も 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 調 整 に 伴 っ て ， 容 易 に 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の た め ， 内 視 鏡 １ ０ ０ を 介 し て 処 置 機 能 部 １ ２ ８ が 目 的 部 位 に 到 達 す る ま で は ， 内 視 鏡
挿 入 部 １ ０ ２ の 硬 度 を 所 望 の 硬 さ を 維 持 さ せ る こ と よ り ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 部 １
０ ２ ａ が 目 的 部 位 に 到 達 す る 時 間 を 短 縮 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た ， 鉗 子 １ １ ２ 使 用 時 に は ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の 硬 度 低 下 に 伴 い 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の
硬 度 を 小 さ く し ， 更 に 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 使 用 後 に は ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 内 視 鏡 １ ０ ０ 内 部
に 具 備 さ れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ か ら 抜 く こ と に よ り ， 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ の 硬
度 も 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ の た め ， 硬 度 の 大 き い 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ ２ が 患 部 周 辺 に
当 た る こ と に よ る 患 者 へ の 苦 痛 を 従 来 よ り も 緩 和 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 が 適 用 さ れ た 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 動 作 に お い て ， 手 指 等
で 直 接 に 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 操 作 せ ず に ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 軸 体 １ １ ８ に 設 け ら れ た ナ ッ
ト １ ３ ０ を 指 掛 け 部 １ ２ ０ 側 に 移 動 さ せ な が ら ， ナ ッ ト １ ３ ０ に よ り 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を
指 掛 け 部 １ ２ ０ 側 に 押 動 さ せ て ， 鉗 子 挿 入 部 １ １ ６ の シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 を 調 節 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の と き ， 軸 体 １ １ ８ の ネ ジ 溝 １ ３ ６ が 設 け ら れ た 部 位 に ， シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 の 指 標 と
な る 目 盛 等 を 設 け る こ と に よ り ， シ ー ス １ ３ ８ の 硬 度 調 節 を ， よ り 簡 易 に 実 行 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は か
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇
内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い て
も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
例 え ば ， 本 発 明 の 本 実 施 形 態 で は ， 内 視 鏡 用 処 置 具 の う ち 生 検 鉗 子 に つ い て 取 り 上 げ て い
る が ， 操 作 部 ， 挿 入 部 か ら 構 成 さ れ る よ う な ， 生 検 鉗 子 と 同 様 な 構 成 の 把 持 鉗 子 等 の 内 視
鏡 用 処 置 具 も ， 本 実 施 形 態 と 同 様 な 構 成 ， 作 用 と す る こ と に よ り ， や は り 同 様 に 硬 度 可 変
処 置 具 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 に よ れ ば ， 内 視 鏡 処 置 具 を 鉗 子 挿 入 部 の シ ー ス の 硬 度 調 整 ，
及 び 硬 度 維 持 を 容 易 に で き る 硬 度 可 変 処 置 具 と す る こ と に よ り ， 内 視 鏡 挿 入 部 の 硬 度 調 整
を 簡 易 に 実 行 す る こ と が 可 能 と な る 硬 度 可 変 処 置 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
更 に ， 手 指 等 で 直 接 に 処 置 具 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 操 作 滑 動 部 を 操 作 せ ず に ， よ り 簡 易 に
鉗 子 挿 入 部 の シ ー ス を 所 望 の 硬 度 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な る こ と に よ り ， 内 視 鏡 挿 入 部
の 硬 度 調 整 を 簡 易 に 実 行 す る こ と が 可 能 と な る 硬 度 可 変 処 置 具 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 操 作 部 周 辺 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 挿 入 部 の 処 置 機 能 部 周 辺 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 使 用 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 処 置 具 を 内 視 鏡 に 挿 入 し て 使 用 す る と き の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 処 置 具 を 体 内 に 挿 入 し て 使 用 し た と き の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 使 用 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ０ ２ 　 　 内 視 鏡 挿 入 部
１ ０ ４ 　 　 内 視 鏡 操 作 部
１ ０ ６ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部
１ ０ ８ 　 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
１ １ ０ 　 　 処 置 具 挿 通 口
１ １ ２ 　 　 生 検 鉗 子
１ １ ４ 　 　 鉗 子 操 作 部
１ １ ６ 　 　 鉗 子 挿 入 部
１ １ ８ 　 　 軸 体
１ ２ ０ 　 　 指 掛 け 部
１ ２ ２ 　 　 操 作 滑 動 部
１ ２ ４ ａ ， １ ２ ４ ｂ 　 　 フ ラ ン ジ
１ ２ ６ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
１ ２ ８ 　 　 処 置 機 能 部
１ ３ ０ 　 　 ナ ッ ト
１ ３ ２ 　 　 ス リ ッ ト
１ ３ ４ 　 　 ワ イ ヤ 固 定 部 材
１ ３ ６ 　 　 ネ ジ 溝
１ ３ ８ 　 　 シ ー ス
１ ４ ０ 　 　 処 置 機 能 部 本 体
１ ４ ２ 　 　 ス ラ イ ダ
１ ４ ４ 　 　 ピ ン
１ ４ ６ ， １ ４ ８ 　 　 リ ン ク
１ ５ ０ ， １ ５ ２ 　 　 鉗 子 片
１ ５ ４ ａ ， １ ５ ４ ｂ 　 　 接 続 ピ ン
１ ５ ６ 　 　 軸 ピ ン
１ ５ ８ ａ ， １ ５ ８ ｂ 　 　 シ ョ ル ダ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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